
Study on Aseismic Ceiling with Aluminum Panel 
(Part 9) Lateral Loading Test of Ceiling with Opening 
 
 

WATANABE Keisuke, OSAKO Katsuhiko, HOSHIKAWA Tsutomu 
KUNO Syuji and ARAI Tomokazu

 

 
 
 

 
 
１．はじめに 

本研究開発は、諸設備により、野縁や野縁受けが切断さ

れた場合の各補強を施した天井の部分モデルに対し静的水

平加力試験を行い、天井に対する開口の影響を検討した。 
２．実験概要 

試験体は点検口等を想定した 500mm×500mm の開口と、
照明機器等を想定した 1300×350mmの開口を施工した、鋼
製天井下地材を用いた 2,100mm×3,600mmの実物部分天井
とした。仕上げ材は働き幅 105mm のアルミスパンドレル
（t=0.8mm）を使用し、ネジ径 3mmのビスにより固定した。
油圧シリンダーにＣ型鋼を接続し、スパンドレルの４点に

対し一様に加力した。加力レベルはロードセルで測定し、

変位は変位計で測定した。試験体一覧を表 1に示す。 
写真 1に開口部詳細を、図 1～4に各試験体概要を示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

金属パネル天井の耐震性に関する研究 

写真 1 開口部詳細 

（その９）設備等により部材が切断された 

在来鋼製下地天井の水平加力実験 
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表 1 試験体一覧 

ONA ONC

OCA OCC

図 1 試験体概要（ONA） 図 2 試験体概要（ONC） 
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３．実験結果 

図 5 に各試験の荷重－変位（測点Ｂ）関係を示す。開口

が無い天井との比較のため、（文献 1）の実験結果を引用し

参考として示した。表 2 に 2kN と最大耐力に近い 3kN 時に

おける開口廻りの変位一覧を示す。 

ａ）設備等により野縁が切断される天井（ONA、ONC） 

試験の最大耐力に近い荷重3kN時でも、開口寸法の変

化は僅かであり、耐震天井において、野縁が切断された

場合、開口両脇に野縁を追加し、補強クリップにより止め

付ける工法が有効である。 

ｂ）設備等により野縁受けが切断される天井（OCA、OCC） 

今回対象とした試験体では、野縁受けが切断されるタイプ

は切断された野縁受けにブレースを取付けているため、野

縁受け方向への加力では開口の開きが 2kN 時に 10mm、

3kN時に15mm程度となった。実現場に対応するためには、

開口寸法の変化を考慮した納まりとする必要が考えられる。 

野縁方向の加力では、開口寸法の変化は殆ど無かった。 

４．まとめ 

何れの結果も過去に実施した開口

無しの実験結果と比べ同等の剛性で

あり、今回試験で行ったそれぞれの

補強方法の妥当性が確認できた。 
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図 3 試験体概要（OCA） 図 4 試験体概要（OCC） 

図 5 荷重－変位（測点Ｂ）関係

表 2 開口廻りの変位一覧 
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1 ONA-1 13.0 14.8 15.0 -0.2 39.2 40.6 40.9 -0.3
2 ONA-2 14.6 15.0 15.2 -0.2 43.7 43.8 43.9 -0.1
3 ONA-3 15.0 15.1 15.4 -0.3 45.9 45.3 45.6 -0.3
4 ONC-1 5.8 6.1 5.9 0.2 - - - -
5 ONC-2 6.2 5.3 5.2 0.1 10.5 7.9 7.6 0.3
6 ONC-3 5.2 6.7 7.0 -0.3 8.5 10.5 11.0 -0.5
7 OCA-1 15.1 14.9 14.9 0.0 43.1 42.2 41.9 0.3
8 OCA-2 12.9 12.8 12.6 0.2 - - - -
9 OCA-3 12.2 12.1 12.2 -0.1 - - - -
10 OCC-1 6.1 12.9 5.9 7.0 10.1 22.6 9.9 12.7
11 OCC-2 5.2 9.9 5.1 4.8 8.6 17.5 8.5 9.0
12 OCC-3 4.5 10.3 4.5 5.8 7.7 22.4 8.0 14.4
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